
研究No.0317

申團民居観窺一審瞭躍龍屡型民屠⑳櫨薦について
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中国南部地域の福建・江西・広東の省境周辺に広がる客家土楼民居研究福建省環形土楼が空間的に分かり易く有名だが、他の二省

にも様々な類型の土楼民居がある。囲龍屋型民居は広東省客家民居の典型である。民居の空間的な魅力や類型、土楼の内外で行われて

きた生活と道具類に対する興味からはじめた研究である。それぞれの民居は遷移という壮大な流れを内包しており、そのメカニズムを

探ることがもう一つのテーマとなった。最終的には三省に広がる遷移過程を捉えることを目指しており、そのためには各省にある典型

的な民居類型を確認する必要がある。今回の研究対象はその一つであり、考察を通じて客家民居の広東省への広がりを明らかにしたい。

キーワード ゜1)中国民居,2)客家民居,3)広東民居、4)土楼民居、5)中庭6)天井,

7)遷移,8)風水と住居9)囲龍屋型民居10)華看喬の故郷の一つ
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はじめに

この報告は1985年度客家福建民居1)、1995年度江西客

家民居2)の継続研究である。各研究を包括するテーマは"中

国南部地域における客家民居総合化の試み"にあるが、

ここでは、その1つの柱として囲龍屋型民居(weilonwu)

を中心に、合わせて広東省客家民居のについて報告する。

1.客家民居について

で.1客家とは

客家とは中華民族の主要な部分を構成する漢民族の一支

系である。客家語を用い、黄河流域に歴史的血縁と地縁を

もち、共同の生活様式、風俗習慣、信仰と理念で結ばれて

いる人間集団と言ってよいだろう(図1-3)。秦漢以来先に

南遷し宋代に戸籍ができた漢民族を主籍とし、後から到達

した人たち客籍人、客家人を客家と呼ぶと言われている。

従って客家には、主籍が占めている平原の肥沃な土地を避

け、さらに奥の僻地や山の中に住む特有な移住構造がある。

1.2遷移について

歴史的に北から南への漢民族の遷移は、凡そ5回と言わ

れている3)。客家の主な形成期は南宋時代で、完成期は明

清時代である。遷移はいずれも中央王朝交代期に多く、異

民族の侵入時に激しい。

第1期は、西晋末の内部抗争的な戦争と北方五民族の中

原侵入による。遷移は古楚地区(guchu)4)が中心で、南下漢

人と土着の人たちとの融合はうまく進んだと言われている。

第2期は唐末から北宋滅亡まで。中原の人口が減少し、江

西省の人口が増加したほどの遷移があった。特に唐末の黄

巣の乱(huangchaoo)5)時が激しい。第3期はモンゴルの侵
入による南宋末期から元にかけてで、この地域一帯が戦場

となり、三省の省境である南嶺山脈と武夷山脈に逃避が進

み、その結果文化的特質が封印されたと言われている。第

4期は明末期から清にかけてで、満州族の南下と開拓移民

が奨励されたことによる。明代が比較的平和であったため、

人口の急増と農耕地不足が起こり、四川への移住が奨励さ
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れたのが開拓移民である。また客家は漢民族の末喬として

異民族の清軍に抵抗したため、当地域自体が戦場と化し、

様々な遷移が発生した。第5期は清宋期。急激な人口増加

による移住と海外への移住である。特に清末太平天国革命

(taipingtianguo)6)の失敗後、清軍の殺鐵対象となり、それ
を避けて東南アジアへの移住が進んだという(図1-1)。

以上から客家の大凡の形成は、戦乱時に逃避する遷移と

いう外部要因と平和時に人口増加から移住するという内部

要因が、一千数百年に亘って繰り返された結果とまとめる

ことができる。その中に明清時代に江西へ福建・広東から

再び移住した新老客の区別があるなど、客家の形成・発展

には複雑な集散、流動、融合が見られ、その痕跡を辿るこ

とは簡単ではない。

1.3客家人の分布

現在6000万人とも言われる客家の居住地は、中国南部

を中心に、広西、海南、台湾、香港、四川、湖南そして東

南アジア各地に広がる。大凡の居住地は、二っの三角ゾー

ンとしてまとめることができる(図1-2)。広域ゾーンは、

南は海南島三業市、北は四川広漢、東は台湾彰化の範囲、

狭域ゾーンは福建、江西、広東三省の省境地域の純客家居

住県市である。今回の研究対象地域は、狭域ゾーンに属す

広東省東北部梅県地域にあり、客家文化の中心地区と見倣

される(図1-3)。

2.広東省客家民居(図2-D

2.1広東省の客家民居の特徴と類型

今回の囲龍屋型民居は、広東省にあることと前述の狭域

ゾーンにあることを重ねもっている。広東省には、17県

市の純客家人居住地域と30数県市の混住地域がある。そ

して客家民居に三つの特徴的な地域がある。一っは龍南な

ど江西省と空間的に近い省北部で、江西土囲と同じような

大型の囲屋(weiwu)や欄楼(diaolou)6)がある。二つは福建

省と近い省東部で、円・方楼や研究対象の囲龍屋型民居が

見られる。三つは、東シナ海に近い深域周辺に見られる世

居(shiju)という大型城墨式民居。つまり広東省の客家民居

は、隣接省の強い影響とそこからの二次的な遷移、加えて

自省の広府民居や先住の住居形式などの影響を受けて融合

発展してきた多様な類型を見ることができる(図2-2)。

それは広東省の位置と形状にも要因が求められる。客家

遷移・移住の大凡の流れから、中原からの三省への入口が

江西省、迂回路が福建省であり、広東省は両省から遷移移

入の受け皿にあたり、さらに海外への出口、中継基地に当

たる。また広東省の形状が海を背にした弓状で、臨海部や

海外の影響を受け易く、建築形態や装飾に西欧の擬似的な

要素が強く認められる。その結果、客家民居には、基本構

造を持ちながら多様性に富んだ住居形式が生まれ、"客家

人は土楼と囲屋に住むが、土楼と囲屋に住む人たちが客家

人であるとは限らない"という複雑な状態を呈している。
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図1-1客家の遷移の過程

図1・-2客家の分布

従って分類は難しいが、広東客家民居形式を大凡分類す

ると

(1)門堂屋(mentangwu)

下堂、中堂、上堂の三堂を中心軸に据えその両側に居住

用の横屋を配した客家民居の最も基本的な形式。

(2)柾屋(gangwu)

住棟問に天井を挟んだ民居で、大門が側面に夫々つく。

平面形状が、こん捧に似ているので柱屋(並行屋)という。

(3)方囲・八角囲

江西では囲子、広東北部では囲屋・稠楼と呼ばれ、広東

北部南雄、始興や東南部恵州、深馴そして香港にも見られ

る形式。平面が正方形または矩形で、外周が比較的高く、

防衛的な特性の強い形式。福建では各層が木造通廊式

(tonglangshi)8)で各部屋が連なる形式だが、饒平には単元

式(danyuanshi)9)の方囲(大夫第)もある。八角囲の事例

は少ない。円囲に近いが、建造方法、実用の上からも優位

ではなく、恐らく風水上の判断によるものと思われる。

(4)円囲・楕円囲

福建省に近い省東端地域にある。円囲には通廊式と単元

式があるが、この地域には単元式が多い。円囲の住民は、
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客家人のみならず潮州人や雷族人(shezure)10)もいて、文

化の混在が見られる。楕円囲の事例は少ないが、平面は福

建土楼よりも囲龍屋に近いと言われている。

(5)半円囲

囲龍屋の平面が変形した形式であり、囲屋を半円環形に

回したもの。福建との境界である省東北部興寧に見られる。

半円囲の囲屋の外形と、興梅地区囲龍屋の後囲は似ている。

傾斜地に建てられ、前中部が低く、後部が高い。半円楼は

夫々独立していて閉鎖感はない。比較的新しい時代の建築

と言われている。

(6)囲龍屋

門堂屋平面を基本に囲龍屋あるいは枕屋(zhenwu)11)を

加えてできた民居形式で、広東東北部の典型的な形式で、

その影響は広い。

(7)世居

清時代以降に形成された、規模の大きい稠楼、囲楼をも

っ城墨式民居形式。囲龍屋や方囲など客家民居と当地域の

広府民居の融合して生まれた形式と考えられる。

(8)囲村・その他

外周部を城壁等で囲んだ集落。その他に西欧の影響を受

図2-1広東客家民居の類型

けた様式や装飾を施したものが多く見られるが、平面は中

国民居の伝統に近い。

3囲龍屋型民居について(図3--1,3-2,3-6)

今回の研究対象である囲龍屋型民居は、広東省東北部梅

州市に属する梅県、興寧など純客家県に発達した独特な民

居であり、さらに東江流域や環珠江口の深鯛地区などにも

見られる形式である。その発生時期は、遷移第3期にあた

り、江西南端や福建西端から徐々に広東東部興梅地区に客

家人が移ってきたと思われる。囲龍屋の最も古い例として

は宋末の蒙蒙吉故居があり、元代の例としては興寧東升囲

が上げられる。

類推として、中原の住居形式を基本とし時代と場所で変

異したものと考えられるが、囲龍屋の特徴は堂屋を中心に、

その前部に禾坪(heping)12)という前庭と半円形の月池

(yuechi)13)をもち、後部に半円形の花胎(huatai)という庭

とそれを囲む囲屋一囲龍屋をもつ堂横屋構成にある。堂屋

は、正門から進んで、二堂(一天井)あるいは三堂(二天

井)が軸線上奥に続き、堂屋の両側に対象的に横屋が広が

る。横屋は二横、四横、六横、そして十横まであるという。
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このような堂屋と横屋の後面に半円形の囲龍屋が1～5重

に囲む。これは、同一祖宗とその子孫が繁栄した結果であ

り、横屋と囲龍屋の増加によって規模拡大要請に応えられ

る形式である。

上堂は、先祖を祀る堂であり、中堂は議事を行う堂であ

り、下堂は玄関の機能を果たす堂である。半円形の囲龍屋

と囲龍屋に囲まれた花胎は、同じ位置で横屋とつながり、

後部が持ち上がった勾配で構成されている。囲屋の各房間

は居室で、形状が一部曲線をもつ台形で、俗称として斧頭

問(futoujian)15)と呼ばれている。囲屋の龍庁は家族用とし

て使われる。一部の囲龍屋には、防御のために外側の横屋

の前後に、横屋より1層高い鯛楼を建てた例があり、四角

楼あるいは稠楼をもつ囲龍屋と呼ばれている。

囲龍屋が多く建てられたのは山地であり、平野から山地

にかかる際に建てられている。前方が低く後部の囲龍屋が

持ち上がった断面と、中心の堂屋が高く、両側の横屋が低

い前面からの立面によって、背景の山と一体となった風景

的な建築を現出させている(図3-3)。

そして囲龍屋型民居は必ず背後に山や森、緑を背負い、

他の民居に比較して周囲の自然環境との関係がよく分かる

形式である(図3-5)。この形式は半円形の囲屋をもつ住居

と解説されているが、実際に訪れてみると、囲龍は民居の

背後に控える山自体のように見える。山という龍に抱かれ

守られた住居であり、そこに風水思想が作り出した環境と

民居の一体的な関係、その典型を見ることができる。方位

よりも、背後に山を配することが重要であり、生気や陽気

が充満した山という龍に抱かれ、その気があふれ出る点穴、

穴に民居の光庭が置かれ、安定した内部空間が築かれると

いう基本構成が強く感じられる。囲龍屋が生まれた要因と

特徴には諸説あるが、凡そ下記の項目にまとめられる(図

3-4)。

一つは、囲龍屋を山に寄って建てることによって、その

分前面に広がる農地や耕地を有効に使えるようになること。

類推を逞しくすれば、逆に山際に建てた堂屋式民居に居住

者が増えて増築する必要が生じ、山に登る囲龍屋が生み出

されたのかも知れない。

二つは、傾斜地際に建築する場合に起きる排水と湿気を

解決できること。背後の山に点在する墓地にも同じ配慮が

されており、傾斜地に建てる場合、半円形に地面と接地さ

せ、なおかつ中心部を高くすることは、傾斜地上部からの

排水を逃がす優れた方法と考えられる。

三つは、半円形の堅牢な囲屋は、山崩れや洪水の防止に

役にたつこと。前項に近いことだが、背後の山がかなり急

勾配の事例があり、土砂崩れ対策から勾配をもった建築で

押さえる方法は有効であったと考えられる。

四つは、裏側からの寒風防御に効果的であったこと。当

地域は緯度が低く亜熱帯に属するが、奥深い山地にあり、

気候的に寒冷な季節風があると思われる。

一

醜匿聴

図3-1門堂屋の基本構成

十

図3-2三蛍屋と囲龍屋の比較

五つに、背後の山と堅固な囲龍屋により防犯防御に役立

っこと。防御の必要性は、他省や他形式民居に比較して強

くないが、背後に山を背負い、両側を横屋で塞ぐことによ

って、前面の1面のみ守ればよいことになる。

六つに、一般的に楼は建て始める時は小さく家族の人数

が増えて拡大していくことが多い。この形式は家族の繁栄

と収容拡大に適合した住居形式である。

七つに、囲龍屋の平面は円形と四角形からなり、円は天

を四角形は地を暗示し、風水に適合した形式であること(図

3-2)。

八つに、囲龍屋は人体の体型と符合し、囲龍を肩、横屋

を腕とし、肩と腕で包込んで三堂を守り、一族や家族の祖

宗や親近感を表現する形式とも言われている。と同時に前

面から人を迎え入れる形を示している。

4,三省と客家民居類型(図4-1,4-2,4-3)

客家民居、土楼型住居は、主として三省が接する狭域三

角ゾーンに分布している。その住居形式は、前項の遷移と

移住によって生み出された住居形式で、共通した構成方法

を有しているが、それぞれの省、地域によって異なった類
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図3-5客家民居の配置例

禽

 樽・

型と名称を有している。

江西省は、他の2省に較べ類型・事例とも少ないが、比

較的早い時期に中原からの移住があった地域である。土囲

と呼ばれる城塞的な外観に特徴がある。蔵江(ganjiang)

が南北に走り中原に近いことと、比較的平地で移動しやす

い環境にあり、戦闘に晒さらされやすいところから生まれ

た"堅固な守り"の形式と考えられる。

また福建省は円・方形土楼で有名だが、中原の形式を残

したと言われる群体形式の事例もある。けれども円・方形

土楼が数として圧倒的に多い。山岳的で閉鎖的な環境の中

で、独自な発展をとげて生み出されたと考えるのが自然で

ある。

そして今回の研究対象地域がある広東省には、様々な類

型が離れてあり、他の2省のようにまとめることは難しい。

遷移の過程から考えると、研究対象である東北端の囲龍屋

型や北部の方囲は、隣接省と時期と形式を同じくし、南部

の深鯛廻りの民居の形成は比較的新しい時代と考えられる。

囲龍屋型民居は、広東省の代表的な民居形式ではあるが、

省の中では端部の地域的なものに過ぎない。けれどもそこ

から深馴への二次的な遷移16)と、北部の方囲からの遷移、

図3-6囲龍屋型民居の構成要棄

間

それに現地の広府民居の影響が加わって生まれたのが深甥

廻りの大規模な城墾式民居形式と考えると、囲龍屋型民居

は広東客家民居を生み出した原型の1つと考えてよいので

はないだろうか。

5.民居事例

ここでは囲龍屋型民居を中心に,実測調査をした民居を

取り上げ、広東省客家民居の類型に沿って説明を進めてい

きたい。

(囲龍屋型)

(1)梅県丙村仁厚温公祠(図5-2)

仁厚温公祠は、梅県丙村鎮豊村にあり、温氏12世祖温

会川によって建てられ、既に400年余りの歴史をもつ。世

祖の生まれは明嘉清19年(1540年)享年70歳。公祠は

三堂八横、三囲の囲龍屋であり、その中心の三堂は明代の

建築で、次第順次建て増され現在の姿になった。正面に禾

坪と斗門(doumen)17)、半月形の池がある。左右両側にそ

れぞれ四横屋をもち、それぞれの横屋は3段に分かれ、2

本の路地で連絡され行き来できる。

この民居の周囲には増築・新築された建物が多くなり、

一393一 イ1.宅総合棚究財IJ陶1究論文集No,32,2005年版



            江西省福建省広東省

            典型平面亀,

                                                                        

            ●■

            讐擁                                    

            奄の』L避デワ

                        

            名称團子五鳳楼土楼(円・方)團欄屋

            砲然気擬醜形僻地・平坦な農地響夏内陸性、蒸し暑い冬寒冷山地斜面地潅撚多雨台鼠あり背山面水山地盆地谷間湿熱多雨台風あり山地盆地谷間湿熱多雨台風あり背山面水
            合形態独立、散在iする團子僑山傍水散在する群体住居五鳳楼近接する円形、方形土楼俺山傍水の園瀧屋

            発生の由来鳩儘客家が中原より持ちこんだ往居形式中原よりの形式を受けた風水的展開山緊客家が古くからある土着の形式を採用、展開中原よりの伝承と土着の形式の風水的展隔

            面形式中央に堂屋があり、両横に宅屋がのびる二進二横、三進三横工宇形、王字形平面周辺を房歴、厚壁が圏む四隅に楼、砲台あり中央に堂屋、左右に横屋中軸対称全面に禾坪、池塘背後に農圓などあり斜面にもたれ前に水あり中央に堂歴あり、居室が堂を回って円形、方形に囲む多層の居窒が高く,揮い壁に寄り添う中央に堂置、左右に横崖中軸対称全面に禾坪、池塘背後に半円形の瀧匿枕屋あり斜面にもたれる
            ,居形態広く平面的に広がる團子が多い中心家族並立囲いの中の変化の自由あり、改変へのこだわり少ない堂屋は手前は低く奥ほど高くなる中心家族制、その支醐感序列性が強鯛される円形、方形土楼の隣合う紐み合わせもある何れも周辺に連続する房量は住居の平簿性あり寒畏鋼希薄に見える大型のものは多横多囲何れも強固な中心家族纈特に同心半円形のもの求心性、秩呼感あり
            材料と構造石墓礎外壁土厚壁、石壁室内木造一層低層四隅は高く眉墓礎外壁生土壁室内木造前面一層後部多層石基礎外壁生土壁内部*構造3～4層堂屋は一麿石基礎外壁土壁又は搏壁室内木造一層
            防衛性平城水濠を廻らす僻地治安悪く争い多し閉鎖的防郷性高い土壁を廻らすも半閉鎖周辺への眺塑を持つ土楼、山械簡城型重厚な外壁に抗戦装置などあり閉鎖的防御性低い囲壁半閉鎖緩やかな防鶴性周辺地発達して治安良し
            外観堅牢、重厚、単調変化ある存在態墜牢、実朴、重隈大師楠のごとく荘重籔層感あり

図4-1三省における客家民居の特性比較

外側からの風格が失われつつある。内部に住んでいる家族

が少なく、外周部の新しい建物に移り住んでいる人たちが

多いように見受けられた。

(2)梅県白隷華居(図5-1)

丘氏隷華居は、梅県白宮鎮富良美村にある。この村は広が

りのある地形と自然に恵まれた村であり、村民の姓に丘が

多い。祖先は福建上坑から広東梅県に移住してきてから、

すでに100年あまりが経つ。隷華居が建てられたのは1918

年、占有面積は5200平方M,建築面積2270平方M。東

北向き。二堂四横一囲龍の形式で、前面にひろばと月池を

もち、格式の高い囲龍屋である。ひろばの東側には斗門が

あり、西側に2問の雑物庫、囲屋東側に別棟の家畜小屋と

雑物庫をもつ。特別なところは、囲龍が外側の横屋と連続

していること、木架構であること、封櫨板・屏風などの彫

刻彩色絵の題材が幅広く内容が豊かであること。絵画の中

に飛行船や汽船の類が描かれ、年款が描かれている。保存

状態はよいが、現在居住は1家族のみ。隣接して1934年

に建てられた西欧的な様式を取り入れた聯芳楼がある。

(3)梅県南口溜氏徳馨堂(図5-3)

溜氏徳馨堂は、梅県南口鎮僑郷村にある。14世印尼華

福建省環形土楼型民居 江西省土囲型民居

広東省囲龍屋型民居

図4-2三省客家民居典型タイプの比較

'、.八〆
.、〆＼
 と越
ノ.ず㌧へ

江西省ズ

あく驚
図4・-3客家土楼民居と調査地域

僑溜立齋が1905年に建てはじめたもので、外側の囲龍屋

が建てられたのは1917年と言われている。祖先は籟南か

ら花県を経て、ここに来たという。現在4世帯10人が住

んでいる。堂は南面し、二堂四横二囲龍の建築で、部屋の

計画は通廊式の構成で、広東の伝統にのっとった典型的な

囲屋形式の例である。地形に合わせて建てられ、前面低く

後面が高く、自然環境とよく調漁している。周囲の地形を

含めた大きな断面に、囲龍屋の生活が表現されている。裏

山から上水を引き、前面に田畑が広がる。裏山にある墓も

住まいと同じような構成で地形と接しており、この形が斜

面と接する場合の基本形に見える。前面に禾坪と月池をも

 つ。

(4)興寧劉氏大劉屋

劉氏大劉屋は、興寧市寧新鎮黄嶺村にある。劉氏の先祖

は元々江西瑞金で、後に福建長汀に移住。5世祖の時に大

:哺百侯、6世祖時に大哺湖寮に移り、13世祖愛泉公によっ

て興寧に建てられたのが大劉屋のはじまりである。公は、

福建潭州で喫煙館を開き成功して建築資金を得たという。

言い伝えによれば大劉屋は明代後期の建築であり、既に

430年の歴史が経っていると言われている。
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図5-1梅県白宮岡氏隷華居

大劉屋は南向きで、三堂六横三囲龍をもつ典型的な囲龍

屋である。門前に禾坪と月池を、後部に傾斜した半月形の

花胎をもつ。建築年代は比較的早く、囲屋は1層で梁柱と

門権など全てが簡素であり、原木のままで使われ彫刻が少

ない。家屋は土レンガを積み上げた壁で作り、堂屋の山型

頂部は竹を編み泥を塗り込めて築造している。このように

低く古朴で、全てを木と土で作った明代囲龍屋で現在残っ

ているのは、この一例のみと思われる。この屋の幅は約

80M、深さは約110M、建築面積は約9000平方Mに近い。

(5)興寧羅氏東升囲

羅氏東升囲は興寧市城東寧新鎮にあり、言い伝えによれ

ば羅氏は、宋末元初めに梅県からこの地に移ってきたとい

う。東升囲が建てられたのは元代である。この付近には、

いろいろな時期に建てられた大小8軒の羅氏の囲龍屋があ

り、現在80戸2000人余りの人たちが住んでいる。東升

囲は、目下興寧地区の最も古い囲龍屋であり、"九庁十八

井"として知られている。中心部分は三堂屋であり、横幅

の広さは27.9M、奥行きは31.4Mの北向きで、少し南北

に長く東西に短い正方形をしている。上、中、下堂が同じ

広さで構成されている。基本的な構造は土を固めたもので、

基礎は灰土に卵石を積み、窓桟を杉材で作り、花柄模様を

彫った屏風を置き荘重な感じを受ける。堂屋後部には、半

月形の卵石張りの傾斜した花胎があり、前面にはひろば禾

坪と扁平な半月形の池をもつ。東側の斗門から出入りする

囲龍屋の典型的な形式を備えている。

中心の三堂部分は、大小47室の部屋がある。中心部分

から周囲に増築され、堂屋の部分が元代始めに、順次建て

増されて三堂二横一囲龍屋が形成された。横屋が前に張り

出した禾坪と半円形の大きな月池のある整然とした囲龍屋

となった。明清から民国時代にかけて羅氏一族の居住者が

増え、第2横屋の外側にさらに横屋が建てられ32間の囲

龍屋が増えた。第3、第4圏の囲龍屋を拡大する時には公

用地の制限を受けて横屋の増築ができず完全な囲龍にはな

らなかった。現在約10家族、60人程度が居住。

(半円楼)

(6)大哺桃源郭氏敦裕堂(図5-4)

郭氏敦裕堂は大:哺県桃源鎮新東村にある。郭氏の祖先は

福建上坑から楓朗大哺に移り8世祖の時に桃源に来て、10

世祖賛全公が敦裕堂を建てた。郭氏祖祠は現在23世を数

え、堂が出来てから13代の歴史をもち約260年を経てい
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る。敦裕堂は南面し、中間に二堂二横の宗祠建築をもち、

外側を二重の半月楼が巡っている。内側の半月は16世紀、

外側は17世紀の建設。堂屋後ろに花胎をもち、囲屋の中

間に龍庁がある。囲屋は単元房の構成である。外側の単元

房は大きく、"僑安盧""有恒居"などの名前がついている。

門を入って四庁四房一天井の構成は、広く快適である。囲

楼の東西直径は約87M、南北は約47.5Mである。この形

式は、片方を塞げば逃げられない構造で泥棒対策に優れて

いる。すぐ南側に五華・饒平を経て五華に移ってきた半月

楼の謝氏徳聲堂がある。

(円囲)

(7)饒平上善許氏潮源楼(図5-5)

潮源楼は、饒平県上善鎮二善村にあり、建てられたのは

1955年で、饒平で最も新しい円形土楼である。

楼は東向きで3層、毎層36間の構成。奥行きは13,3M、

間口は内側2.8M、外側5Mの扇状の平面で、階段をそれ

ぞれの房にもつ。外壁は卵石基礎の上に版築造の壁を積み、

厚さは1.2M。各階の住戸隔壁は土レンガ壁で、各層毎に

瓦の屋根庇を廻している。楼の内部は卵石敷き詰めで、円

形の井戸を1箇所もつ。土楼正面大門前に小さな半H形の

池をもつ。土楼の外側には更に内側1層、外側2層の単元

房の住戸が環形に巡る。土楼の半径は約30M。

円形土楼は福建のものと思われているが、省を越えたこ

のあたりや江西にも数は少ないが見られ、許氏は福建潭州

から来たと言われている。この楼には現在でもかなり多く

の人たちが住んでおり、生き生きとした生活感が感じられ

 た。

(8)饒平上善許氏啓明楼

許氏啓明楼は饒平県上善鎮二善村にあり、潮源楼に近い。

許氏の原居は潭州烏坪であり、後に福建寧化石壁に移る。

元代に上饒寮背に移り、上善を経由して最後に二善に移る。

啓明楼が建てられたのは1924年。楼は東向きで3層の円

形土楼。毎層32間で、単元房の構成で、上庁は木の入口

をもつ1間房で閣楼を備え、壁際の木製階段によって2,

3階に続く。門庁は台所で上庁は食堂と居間で、個室をも

つ。1住戸は大凡60平方M。

楼の外壁は卵石基礎と版築造。各隔て壁は土レンガ造。

土楼中庭床に卵石張り、円形井戸が1カ所ある。正門入口

前に半月形の小さな池がある。土楼の半径は約26M。

(方囲)
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(9)大哺湖寮藍氏泰安楼

藍氏泰安楼は、大哺県湖寮鎮龍岩村にある。言い伝えに

よると湖寮藍氏は、南宋時代に福建龍海から移住してきて、

現在35世、約700年余りの歴史をもつ。泰安楼は、20

世少桓公(1714～1774)によって、清乾隆年間に建てら

れた。言い伝えによると、公は福建潭州で姻行(yanhang)18)

で成功し乾隆3年(1738年)に泰安楼を建て始めたとい

 う。

泰安楼は北向き、幅は52Mで奥行き49M.規模は約2

500平方M。正門の装飾は牌坊式門楼(paigangshimenlou.)
18)で、堅牢で美しい外観を有している。前面は矩形だが、

背面部分に弧形の平面をもつ。囲楼中間に二堂二横の祖祠

がある。楼の四周外壁は、厚さ0.8Mで"石楼"と俗称さ

れている。

きちっと整った3層の通廊式構成で(内壁は土レンガ造)、

四隅に木製階段をもつ。2、3層の内側の回廊は1M余りの

幅があり、全楼を巡って出し桁の庇がっいている。囲楼東

西はそれぞれ9間で、南北は16間(含む門楼)、毎層50

問の構成。現在まで保存状態がよく、居住者は少ないが生

活感もある。泰安楼の藍氏は、自らの祖先を雷族としてい

るが、この楼の形式、言葉、生活習慣から、客家民居系と

融合したものと考えられる。

(10)五華錫抗李氏聯慶楼(図5-6)

李氏聯慶楼は、五華県錫坑鎮老楼村にある。李氏は宋代

に福建上坑に入り、その後清流県四保里上寮に移る。更に

五華紫金山、水塞茶李堂に移り、五華に入った先祖を1世

祖とする。一一一一一一時掲西に移ったが、4世祖時に五華錫坑に戻

りその後村に分居した。聯慶楼はマカオ香港建築界の巨商

李浩が建てたもので、清光緒8年(1882年)に完成し、

子息のサッカー王李恵堂故居である。李恵堂(1905～1979

年)はサッカーの普及に尽くし、その足跡はアジア、ヨー

ロッパ、オセアニア各地におよぶ。

聯慶楼は客家地区に見られる三堂二横、四隅に4層の鯛

楼をもつ建築に特徴がある。楼自体は2層で、2階には木

構造の回廊が巡っている。門の前には禾坪と月池があり、

禾坪の両側に斗門がある。軒庇の出た瓦屋根をもっ。正面

の柱は八角の梅花をあしらった石柱。左右横屋の1階は円

形の石柱で、2階には木柱が用いられている。正門、側門、

転頭門には楷書の門題刻が掲げられている。上中下庁と左

右横屋に置かれた屏風、梁架構などに金色の木彫による工
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芸的な装飾が施され、獅子、鳳、亀、花草、人物故事など

が描かれている。聯慶楼の占有面積は約4400平方M、建

築面積は約3500平方M。1994年9月に、五華県人民政

府は聯慶楼を県レベルの文物保存単位に認定したとあるが、

実際には何も行われずかなり痛んでいる状態にあった。

(方囲。世居)

(11)深馴坪山曾氏大万世居(図5-7)

曾氏大万世居は、深別市龍岩区坪山鎮大万村にある。曾

氏は春秋魯国の孔子を伝える儒家の1人の曾参を祖先とす

ることで知られている。先祖は東漢に江西惹陵、宋の政和

年間に福建寧化に移り、宋元には潮州府海陽県に住む。明

洪武年間に五華県長束に、康煕年間に深馴坪山に居を構え、

77世祖端義公が乾隆56年(1791年)に大万世居を築い

 た。

大万世居は、東向きの三堂二横、二枕柱、内外に二囲楼

と八礪楼、一望楼をもつ大型の客家民居である。前面に禾

坪と月池をもち、占有面」積22680平方M、建築占有面積

約15000平方Mである。平面はほぼ矩形で、背面が少し
弓状に張り出している。3つの大門をもち、正門は牌坊式

の楼門で、"大万世居""乾隆五十六年吉旦"という門額が

ある。

大万世居は三堂の端義公祠を中軸にして、内囲矩形2層

の稠楼と望楼を第1段階とした。囲の中軸を守っで建てた

二横屋、内囲後部と外囲屋が第2段階、それらの間に天街

が通り路地が通る。内部の建物と路地が整然と通り完成さ

れた構成を有している。

端義公祠の梁には彫刻と彩色絵がなされ、動物、花鳥の

図案、細かい木刻細工などが活き活きと表現され、客家民

居の中でもあまり見られない精巧さを見せている。また祠

堂の中にかかった10数点の堂聯(tanglian)20)は文化的に高

い内容を備え、客家人のルーツを探る気持ち、祖先を敬い

宗族を大事にすること、忠勤に励むこと、仁愛を尊ぶこと

など客家の文化的な伝統の反映が見られる。

大方世居は、大規模で建築的な完成度も高い建物だが、

人々の暮し方が往時と合っていない印象を受けた。世居内

には小店舗を営む1家族のみ住んでいるだけで、中国の各

地から深刎に来た出稼ぎ労働者たちの仮設住居と化してお

り、世居内側が雑然としており、中国経済発展の裏側を見

るような光景であった
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6.家異事例

客家土楼民居の調度の種類は、最小限度の必要性からか

その数は極めて少なく簡素である。家具類は、共用の場で

ある祖堂の装飾をほどこされた供卓(gongzhuo)21)をのぞけ

ば、個人の住居の生活に必要最小限度の機能をもってつく

られている。臥室は総じて寝室として使用され、床と呼ば

れるベッドが狭い空間を占め、これを中心に箱稟

(Xiangzhuo)22)などが置かれる。一方、自然の中で生きる

ために考えられた生産に関わる民具は、家具調度に較べて

その種類も多い。それは特に農具や厨房の道具として作ら

れ、素材は木のみならず、竹、土、レンガ、石など多岐に

わたる。特に農具は、自然の中で耕作し、田植え、収穫、

脱穀、貯蔵という営みのなかで、知恵を用いて工夫された

様子が良くうかがえる。厨房は、粘土質の土を固めて作ら

れた竃が各家共通に配置され、燃料はマキや枯れ草等が主

流である。現代の過剰な生活状況を再考する好機であった

が、いずれ消滅していく状況も読み取れた

おわりに

客家民居は、既に珍しい研究対象ではなくなった。様々

図5-7深鋼坪山曾氏大万世居

立面図1/1700

な研究書が出版され、シンポジュウムが開かれるなど、中

国では典型的な民居の一っとして定着している。けれども

皮肉なことに、その自然なあり方や存続が、近年の急激な

経済成長を受けて危ぶまれる状態にある。一方、日本では

興味本位の紹介が多く、名前の割には実態が知られていな

い。今回の研究対象地域では、かつて高度経済成長のあお

りを受けた日本の伝統的な民家や集落と同じような、いや

それ以上の状態が生じており、その規模と量から保全や保

存が危ぶまれる。むしろ"今あることの記録"が最優先で

あることを報告しておきたい。

<注>
1)(財)住宅総合研究「客家の方形・環形土楼について
2)1999、トヨタ財団助成研究報告、中国南部における客家民居

比較研究、東京芸術大学片山研究室編
3)羅香林による客家源流論
4)楚国、春秋戦国時代の国。前223年、秦に滅ぼされた。
5)中国唐代の反乱

6)1851年、清朝。中国近代史上最大かつ最長の農民革命。
7)土楼の外壁最上端に設けられた四角い石で作られた小さい部

 屋。

8)國西土楼に多く、各界の住戸が廊下で連結する集住形式。
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図6-1家興調慶と民具

9)一っの階段を共有する住居の集住形式。
10)少数民族の一っ
11)"門"字形の単元房を組み合わせた構成。
12)大門前の長方形の平地。前庭であるとともに脱穀場、もみ

干場などの農作業に用いられる。
13)禾坪の前に設けられた半月型の池。
14)堂屋後ろと囲屋の問に半月形の斜面で、卵石敷詰めの庭で

ある。日常生活では洗濯物の干揚であり、お花を植え、家
畜も飼う。

15)囲屋の真中の龍庁間の左右に対照的につづく同じ大きさの
単元房。平面が斧の形をとっている。

16)広東の三大民系の一っ。三大民系は、広府,客家,潮汕で
ある。

17)壁を回した禾坪の両側、または、片側に設けられた門。
18)アヘンを飲ませる店。
19)旧時忠孝節義の人物を記念し建てた鳥居状の建造物。
20)堂屋の中央壁面または中央壁面両側の柱に掲げる左右一対

の掛物。
21)堂屋の中央壁面前に置く細長い供え物をする台。
22)寝室に置かれ、衣類も収納できる引き出しをもつ机。
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